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文  責 ： 校 長  感 王 寺  等 
生きるということ 

 今月17日、18日に岩手県盛岡市で開催された全国

中学校長研究大会に参加してきました。他都道府県の

実践に学び、有意義な時間となりました。私自身初め

ての東北でしたので、この機会に三陸海岸の震災遺構

を少し巡りました。宮城県気仙沼市の東日本大震災遺

構・伝承館は、被災した気仙沼向洋高校旧校舎に隣接

しており、校舎の内部まで見学できました。校舎の４

階まで津波が押し

寄せ、当時のまま

の姿が残されてい

ます。右の写真

は、地上８メート

ルの３階部分で、

津波によって運ば

れた車がそのまま

残されていまし

た。破壊された校舎の床には、教科書やノートも土と

ともに残り、日常生活の最中に突然震災に見舞われた

ことを実感させられました。また、伝承館では当時の

津波の映像を観ることができ、津波の恐ろしさと人の

無力さに涙をこらえることができませんでした。 

 岩手県陸前高田市の東日本大震災津波伝承館では、

津波の恐ろしさとともに、未曾有の災害に人々がどう

対処したのか、復興に向け

どう取り組んできたのかを

学ぶことができました。隣

接する高田松原津波復興祈

念公園には被災した陸前高

田ユースホテルとともに復

興のシンボルである奇跡の

一本松（右写真）が残され

ていました。また、その近

くには、高さ12.5ｍ・長

さ２㎞の堤防が築かれ、海

岸では松林の再生が進められていました。想像を絶す

る災害に遭いながらも、震災を乗り越え、生活を再建

することは並大抵のことではなかったと思います。残

された人々は亡くなった人の思いも含め、生きるしか

なかった。生きるということは、乗り越える力なので

はないかとも感じました。 

 10月も今週で終わり、今年度も後半へ突入します。

今ここにいることを感謝し、1日1日を有意義なもの

にするとともに、困難に挑戦し乗り越える力を育んで

いってほしいと願います。 

整いましたか？宿泊学習 
先週の22日(火)、23日(水)、寺山少年自然の家に

おいて、コロナ明けで数年ぶりの実施となる 1年の

宿泊学習を行いました。初日は天候に恵まれず、野

外のウォークラリー活動は室内のインドアオリンピ

ックに変更となりまし

たが、二日目は雨も上

がり予定通りにできま

した。野外炊飯活動の

羽釜で炊いたご飯と手

作りのカレーの味は、

最高だったのではない

でしょうか。 

出発式では、行動やものを「揃える・整える」こ

とを通して学び、一人一人が心を整え、学年集団と

して揃うことを目標に取り組んでほしいと伝えまし

た。いずれは３年生として本校のリーダーになる１

年生、先は長い気がしますが、その土台を創るのは

１年生である今の取組です。今回の体験学習もその

一つです。みんなで協力したり、楽しんだり、注意

されながらも、有意義な活動になったものと思いま

す。静と動のけじめが今後の課題のようですが、解

散式では、出発式より落ち着いた態度で話を聞く姿

が観られました。今後の学校生活に、期待大です。 

新リーダーとしての自覚 
22日(火)～24(木)、2年生は長崎・福岡方面への

修学旅行を実施しました。出発時は雨に見舞われ、

緊急のトイレ休憩で20分遅れのバスも 1台発生した

ようですが、長崎は雨も上がり順調に日程をこなせ

たようです。平和集会では、板垣さんが平和の誓い

を述べ、竹下さんと田口さんがメッセージを献納

し、黙祷しました。二日目

の平和講話と合わせ、日本

原水爆被害者団体協議会が

ノーベル平和賞を受賞した

今年、修学旅行で長崎を訪

れたことは、一生の思い出

になるとともに、世界では

紛争が続く中、平和への思

いを強くする機会になった

と思います。福岡のいのち

の旅博物館やスペースラボ

など、大きな施設等も訪

れ、キャナルシティ博多や 

地 域 で も 元 気 な あ い さ つ を 励 行 し よ う 。 



グリーンランドでも十分楽しんだことでしょう。 

ホテルでの食事後も

右写真のようにきちん

と片付けられました。今

後、外食の際には、お店

の方が片づけ易いよう

にまとめたり、テーブル

の手前に移動させたり

する心遣いができるといいなぁと思います。 

これまでの学びを生かし、あいさつ・マナーを実践

するとともに、３年生からリーダーを引き継ぐ心構え

も、大きく成長した修学旅行になったことでしょう。

ただし、集合時間に遅れ、みんなの時間を浪費した人

は、今回の反省を今後の学校生活に生かしましょう。 
地域に学ぶ、職場体験 

 23日(水)、24日(木)の二日

間、3年生の職場体験学習を

実施しました。今年度も市内

81事業所のご協力を賜り、

働くことの意義、苦労や喜び

を学ぶことができました。巡

回指導にあたった職員から

は、「生徒は、各事業所で一

生懸命取り組んでいました。

事業所の職員の方々からも、

態度が良いと誉めていただい

ています。」との報告を受け

ました。本校のリーダーとし

て日頃からあいさつや返事な

ど気を付けてきた成果なので

しょう。これから受験に向か

う３年生、将来の仕事も視野

に入れながら進路選択の一助

になったものと思います。 

また、日常生活において食

事や買い物をする際、それに

携わる方々のことに思いをは

せることができればいいなあ

と思います。少子化が進む我

が国において、社会の一員と

して働き、社会を支えること

は益々重要となります。とと

もに労働不足から外国の方々

に来ていただかないと、社会

が成り立たなくなることも予

想されます。お互いの違いを

乗り越えて理解し合い協働す

る力は益々必要になりますか

ら、残りの中学校生活でも、

その力も伸ばしていってほし

いと思います。 

川薩地区英語発表会 
今月 11 日(金)、今年度から

宮之城中も加わり、国際交流セ

ンターで川薩地区中学校英語

発表会が開催されました。本校

からも3年の堀之内七彩さんと

2年の横山望愛さんが参加し、

優良賞に輝きました。今回のテ

ーマは、“Ｍｙ home town”

で、発表者それぞれが古里につ

いて紹介や思いを発表しまし

た。講評では、英語の表現や発

音ばかりではなく、発表の内容も重要であり、独自性

が求められているように感じられました。日頃のどの

教科においても、自分の考えをまとめ・発表すること

が大事だということでしょう。 

11月の主な行事予定表 
１日(金) 全校朝会 文化祭リハーサル 

 地域が育む「かごしまの教育」県民週間(～７日) 

２日(土) 家庭教育学級研修会 

３日(日) 祝日 文化の日 川内はんや祭り 

４日(月) 振替休日 

５日(火) 文化祭準備 期末テスト前部活停止 

６日(水) 文化祭 ３年ＰＴＡ 

７日(木) 3年食に関する指導 ＰＴＡ運営委員会 

 県総体駅伝競技(指宿市) 

８日(金) 学年朝会 生徒総会 

９日(土) 芸術鑑賞教室 

12日(火) 期末テスト(～14日) 

14日(木) 避難訓練(火災) 

15日(金) 全校朝会 1，2年人権教室 

18日(月) 3年三者面談開始 

20日(水) 1年食に関する指導 

22日(金) 学年朝会 

23日(土) 祝日 勤労感謝の日 

26日(火) 2年食に関する指導 

27日(水) 3年思春期教育 生徒会専門部会 

28日(木) 2年思春期教育 

29日(金) 全校朝会 

11月の一事徹底 
心に届くあいさつ 
～ 先 手 必 勝 ～ 

各学年行事で実践し、学んだことを学

校生活にも生かしましょう。11月は県民

週間や進路関係で多くのお客様が見えま

す。先手のあいさつを心がけ、元気なあ

いさつが響く北中を目指しましょう。 

親子で積極的に地域行事に参加しよう。 


